


〜
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
に

　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

▲サロンで活用できる遊びや体操を教えて
　いただきました

ボランティアに
関する問合せ先

揖斐川ボランティアセンター（揖斐川町社会福祉協議会内）
TEL：（0585）56-3700　FAX：（0585）56-0078

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
必
要
と
し
て
い
る
方
を
「
か
け
は
し
（
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
）
」
し
て
い
ま
す
。
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2
月
28
日
（
木
）
、
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も
に

お
い
て
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
表
者
交
流
会
を
開
催
し
、
各

サ
ロ
ン
代
表
者
や
サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ
を
考
え
て
い
る
方
82
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
サ
ロ
ン
活
動
へ
の
助
成
に
関
す
る
申
請
・
報
告
書
類

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
講
師
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岐
阜

県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事

業
委
員
の
髙
橋
惠
子
氏
を
お
招

き
し
、
「
サ
ロ
ン
で
楽
し
め
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

休
憩
後
は
、
茶
菓
子
を
囲
み

な
が
ら
サ
ロ
ン
で
作
ら
れ
た
作

品
な
ど
を
見
て
話
に
華
が
咲
い

て
い
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し

た
活
動
に
な
る
よ
う
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
は
、
地
域
の
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
集
ま
り
で
す
。

　

「
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
み
た
い
な
」
「
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
た

い
な
」
「
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
い
け
ど
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す

る
の
か
な
」
な
ど
の
ご
相
談
は
、
本
会
ま
で
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
表
者
交
流
会

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
表
者
交
流
会

＜補償内容＞
　ボランティアがボランティア活動中の急激かつ偶然な外来の事故によりケガをした
場合や、偶然な事故により他人にケガをさせたり、他人の物をこわしたことにより法
律上の損害賠償責任を負われた場合に保険金をお支払いします。
＜補償期間＞
　平成31年4月1日午前0時～平成32年3月31日午後12時まで

プラン
保険金の種類

Ａプラン Ｂプラン

ケ
ガ
の
補
償

賠
償
責
任

の
補
償

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

65,000円

32,500円

4,000円

1,400万円

1,400万円（限度額）

10,000円

100,000円

50,000円

6,000円

手　術
保険金

上記後遺障害、入院、通院の各保険金額に同じ

年間保険料
基本タイプ

天災タイプ

300万円（限度額）

5億円（限度額）

Ａ　　350円

Ａ　　500円

Ｂ　　510円

Ｂ　　710円

死 亡 保 険 金

後 遺 障 害 保 険 金

入 院 保 険 金 日 額

通 院 保 険 金 日 額

特 定 感 染 症 の 補 償

葬祭費用保険金（特定感染症）

賠 償 責 任 保 険 金
（ 対 人 ・ 対 物 共 通 ）

入 院 中 の 手 術

外 来 の 手 術
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２
月
６
日(
水)
、
岐
阜
県
立
揖
斐
高
等
学
校
福
祉
コ
ー
ス
２

年
生
を
対
象
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催

し
、
13
名
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
谷
汲
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
「
ひ
ま
わ
り
」
の
田
中
宏
英
施
設
長
を
お
招
き
し
、

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
認
知
症
の
症
状
に
つ
い
て
熱
心
に
メ

モ
を
取
る
な
ど
真
剣
に
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。
具
体
的
な

事
例
と
し
て
、
認
知
症
の
方
の
日
常
生
活
の
写
真
を
交
え
な

が
ら
楽
し
ん
で
買
い
物
や
食
事
を
さ
れ
て
い
る
様
子
な
ど
を

紹
介
さ
れ
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、

そ
の
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
全
て
を
失

う
の
で
は
な
い
。
で
き
る
事
も
あ
る
の
で
、
施
設
で
は
自
分

の
や
れ
る
こ
と
を
最
大

限
に
活
か
し
な
が
ら
生

活
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
み
ん
な
で
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
、
地
域
の
方
や
認
知
症

の
方
、
そ
の
家
族
を
温
か

く
見
守
り
、
応
援
し
よ

う
！
」
と
い
う
掛
け
声
と

と
も
に
笑
顔
で
記
念
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

小
島
小
学
校
の
５
年
生
は
、
福
祉
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

１
学
期
は
、
目
に
障
が
い
を
も
っ
て
み
え
る
児
玉
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
視
力
が
低
下
し
て
い
っ
た
自
分
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、

克
服
し
て
い
っ
た
か
な
ど
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
そ
の
生
き
方
に
感
動
し
、
自
分
た
ち
が
何
を
す
れ
ば

よ
い
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
点
字
の
打
ち

方
を
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
に
教
え
て
も
ら
い
、
自
分
の
名
前
を

点
字
で
打
つ
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
打
っ
た
点
字
を
児
玉
さ
ん

に
読
ん
で
も
ら
い
、
自
分
の
名
前
が
合
っ
て
い
る
と
思
わ
ず
歓
声

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

２
学
期
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
か
り
や
ど
」
を

訪
問
し
ま
し
た
。
訪
問
す
る

に
あ
た
り
、
ど
ん
な
こ
と
を

す
れ
ば
一
緒
に
楽
し
い
時
間

を
過
ご
せ
る
か
を
考
え
ま
し

た
。
初
め
は
、
ど
の
よ
う
に

接
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
時

間
が
経
つ
と
身
を
乗
り
出
し

た
り
、
手
を
と
っ
た
り
し
て

過
ご
す
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
「
だ
れ
も

が
い
っ
し
ょ
」
を
合
言
葉
に
、

福
祉
の
心
を
育
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　 認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

〜
認
知
症
に
つ
い
て
の

　
　
理
解
を
広
げ
ま
し
た
〜

認知症予防等のための「脳のトレーニング」クイズです。

▲グループホーム「ひまわり」の田中宏英施設長に
　よる講義

▲特別養護老人ホーム「かりやど」
　で一緒に折り紙を楽しみました

▲自分の名前を点字で打ち、
　児玉さんに読んでもらっています

福
祉
協
力
校
だ
よ
り

小
島
小
学
校

揖
斐
高
等
学
校

〜
視
覚
障
が
い
者
の
理
解
と
、

　
　
　
　
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
〜

２つの県名がかくれてい
ます。どこの県でしょう。正解者の中から抽選で5名様に、図書カードをプレゼントします。

【応募要項】
　ハガキに答え・住所・氏名・年齢をご記入の上、下記までご応募ください。
　また、社会福祉協議会に対するご意見、ご希望もあわせてお寄せください。
【応 募 先】
　〒501-1314　揖斐川町谷汲名礼265番地43
　揖斐川町社会福祉協議会　地域福祉係
【応募期間】平成31年3月25日（月）～平成31年4月10日（水）必着
※発表は、図書カードの発送をもってかえさせていただきます。
※先月号の答えは・・・ぷらねたりうむ
（36通の応募がありました。ありがとうございました。）
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各支所・事業所電話番号
揖斐川支所（福祉総合支援センター内） ☎ 23-0411 藤橋支所（藤橋振興事務所内） ☎ 52-2111

谷汲デイサービスセンター ☎ 56-3630 坂内支所・坂内デイサービス
センターもみの木 ☎ 53-2662

春日支所・春日デイサービス
センター（かすがモリモリ村内） ☎ 58-0008 高齢者住宅「はなもも」（坂内） ☎ 53-0007

久瀬支所 ☎ 54-2288

4月5月の予定
フレッシュえがお（ボランティアの日）4月15日（月） フレッシュえがお（ボランティアの日）5月13日（月）

レクリエーション資材を貸し出します！

ボランティアカフェ「フレッシュえがお」

　サロン活動や子ども会など、地域での交流活動を充実させるために、レクリエーション資材の貸し
出しをしています。
＜貸出物品＞　身体を動かすレクリエーション用品、
　　　　　　　カードゲーム、楽器、DVD、CD　など
＜利 用 料＞　無料
＜貸出期間＞　1週間程度
＜利用方法＞　まずは電話で確認のうえ、来所してください。
　　　　　　　希望が重なった場合は、予約順の貸し出しとな
　　　　　　　ります。 ▲ストライクナイン

▼じゃんけんカード

　ボランティアの方が気軽に集まれるつどいの場を作るため、
「フレッシュえがお」を始めて2年が経ちました。各地区か
らボランティアの方が集まり、PPバンドを使ってカゴ作り、
つまみ細工、リボンを使ったストラップ作り等、参加してい
る皆さんが講師となって教えあいながら楽しい時間を過ごし
ています。また、「フレッシュえがお」で得たことをサロン
や地域活動にも活かしていただき、ボランティアの輪を広げ
てもらいたいと思っています。
　毎月概ね第2月曜日の午前9時30分から、福祉総合支援センター2階会議室で開催しています。
　どなたでも参加できますので、皆様のご参加をお待ちしています。

年間開催予定

4月15日（月）
5月13日（月）
6月10日（月）
7月 8日（月）
8月19日（月）
9月24日（火）

 10月21日（月）
 11月18日（月）
 12月 9日（月）
  1月20日（月）
2月10日（月）
3月 9日（月）

送迎車両、押し車をいただきました
　住民の方から揖斐川町に寄付があり、その寄付金により揖
斐川町から送迎車両2台（谷汲デイサービスセンター、坂内
デイサービスセンターに配置）、押し車5台（谷汲デイサー
ビスセンターに配置）をいただきました。心より感謝申しあ
げますとともに、職員一同さらに利用者の安全な送迎を心が
けていきます。


	1
	2
	3
	4
	5
	6.pdf

